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龍谷大学校友会HP→

 〈連絡先変更のお届けなど〉

　仏教の開祖であるブッダは西暦前５
世 紀 ご ろ の イ ン ド で 思 想 を 広 め ま し
た。その教えをつないだのは、ブッダ
を支えた十大弟子や十六羅漢、そして
維摩居士に代表される在家信者たちで
した。彼らの葛藤は経典の中に物語と
して伝えられています。
　本展では、インドや中国、日本などに受
け継がれた絵画や彫刻を通して、その特
徴的なエピソードとともに彼ら（その個性
の違いなど）を紹介します。

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2021年3月28日（日）まで

（お一人様１回限り、
同伴者1名含め
無料でご入館いただけます）
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先端理工学部誕生

◆会　期：2020年4月18日（土）～ 6月14日（日）
◆休館日：月曜日（ただし 5月4日は開館）、5月7日
◆開館時間：10：00～17：00　※入館は16：30まで
◆入館料：一般1,300円
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム　
　　　　　　   TEL：075-351-2500   FAX：075-351-2577
　　　　  　　 https：//museum.ryukoku.ac.jp/

シリーズ展7
「仏教の思想と文化 ―インドから日本へ―」 

2０２０年7月11日（土）～8月16日（日）

次回予告

春季特別展
「ブッダのお弟子さん  ―教えをつなぐ物語―」

〈重要文化財〉
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中国 /元時代 所蔵 妙興寺（愛知）

全国校友大会 in 東北
「東北だヨ ！ 全員集合 ！！」

2020年度
龍谷大学「心の講座」in京都

主催：龍谷大学校友会　龍谷大学校友会各支部
　　　龍谷大学各学部同窓会
共催：読売新聞社

※やむを得ない事情により講師やテーマが変更されることがあります。
※各回の内容、申込みの開始日や申込方法は校友会のホーム
　ページをご確認ください。

〈お問い合わせ〉㈱日本旅行 西日本MICE営業部 06-6342-0230

会場： 龍谷大学響都ホール 校友会館
（要事前申込み・参加費無料）

　

龍
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
に
在
籍

さ
れ
て
い
た
川
越
宗
一
さ
ん
の『
熱
源
』

が
、第
162
回
直
木
三
十
五
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

校
友
会
と
し
て
も
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま

す
。
川
越
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

川か

わ

越ご

え 
宗そ

う

一い

ち

さ
ん

第
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直
木
三
十
五
賞
受
賞
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＋
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19
年
８
月
28
日
発
行

写真提供 文藝春秋写真部

―創立380年・瀬田学舎開学30年を契機に理工が変わる―
開
設
30
年
の
理
工
学
部

　

創
立
350
周
年
記
念
事
業
と

し
て
開
設
さ
れ
た
理
工
学
部

は
、
開
設
30
年
を
契
機
に
20

年
４
月
先
端
理
工
学
部
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
30
年
間
で
理
工
学
部

は
約
１
万
3
千
人
の
卒
業
生

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
50

代
の
熟
年
期
を
迎
え
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
１
期
生
の
方
々
を

先
頭
に
、
卒
業
生
が
社
会
の

各
方
面
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
し
始
め
て
い
る
と
い
う

話
を
最
近
よ
く
聞
き
ま
す
。

こ
の
１
月
に
開
催
さ
れ
た
新

春
技
術
講
演
会
で
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
教
育
を
受
け
た

卒
業
生
が
理
工
学
部
か
ら
多

数
輩
出
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
産
業
界
の
方
々
か
ら
の
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

分
野
横
断
的
な
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
確
固
た
る
実

績
を
積
み
上
げ
て
き
た
理
工

学
部
が
、
な
ぜ
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
の
か
？

　

龍
谷
大
学
は
常
に
「
進
取

と
伝
統
」
の
大
学
で
あ
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
理
工
学
部

は
、
30
年
間
積
み
上
げ
た
歴

史
の
上
に
、
時
代
を
先
取
り

し
た
先
端
的
な
学
び
の
仕
組

み
を
取
り
入
れ
、「
先
端
理

工
学
部
」
へ
と
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
地
球
温
暖

化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た

社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
人
工
知
能
等
の
先
端

領
域
の
活
用
を
ベ
ー
ス
に
し
つ

つ
も
分
野
横
断
的
な
取
り
組

み
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
全
国
理
工
系
学
部
と
し

て
初
め
て
「
課
程
制
」
を
導

入
し
、
従
来
の
学
科
間
の
垣

根
を
低
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
工
知
能
」
、

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
、

「
I
o
T
・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」、「
航
空
宇
宙
」、「
先
端
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
」、「
生
命
機
能
化

学
」、「
先
端
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」等
の
25
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
置
し
、ど
の
課
程
か
ら
で
も

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
べ

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
ク
ォ
ー
タ
ー
制
（
４

学
期
制
）
を
導
入
し
、
短
期

間
で
の
集
中
的
な
学
び
を
可

能
に
す
る
と
と
も
に
、
３
年

次
第
２
タ
ー
ム
に
必
修
授
業

の
な
い
主
体
的
活
動
期
間

「R-Gap
」
を
設
置
し
、
海

外
留
学
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
、
大
学
の

学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

学
び
の
場
を
教
室
以
外
の

場
所
へ
と
広
げ
る
た
め
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
全
域
無
線
L
A
N

を
ベ
ー
ス
と
し
た
P
C
必
携

化
、
主
体
的
・
創
造
的
な
活

動
の
推
進
と
も
の
づ
く
り
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
新
た

な
活
動
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
も
進

行
中
で
す
。

す
べ
て
が
先
端

　

今
後
の
豊
か
な
未
来
社
会

を
作
り
出
し
て
い
く
た
め
に

は
、
大
学
、
地
域
、
産
業
界

の
連
携
が
重
要
で
す
。
も
は

や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
に
課

題
解
決
を
考
え
る
時
代
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
卒
業
生
の
皆
様
が
築

き
挙
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

是
非
と
も
力
を
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
未
来
へ
の
境
界
線
は
こ

こ
に
あ
り
、
そ
こ
に
新
学
部

の
学
生
と
卒
業
生
の
皆
樣
が

共
に
立
っ
て
い
ま
す
。
境
界

線
は
一
人
一
人
に
と
っ
て
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
先
端

で
す
。

　

N
o one w

ill be left 
behind. 

す
べ
て
の
人
が
、

先
端
で
す
。 （
松
木
平 

淳
太
）

　

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
学
友

会
館
跡
地
に
成
就
館
が
完

成
し
、
4
月
1
日
か
ら
供

用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
350

名
、
150
名
規
模
の
２
つ
の

ホ
ー
ル
の
ほ
か
会
議
室
と

し
て
利
用
で
き
る
部
屋
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

校
友
を
は
じ
め
学
外
者
に

も
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
龍
谷
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

深
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ャ
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友
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じ
 
ゅ
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理
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学
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長

松ま
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木き

平だ
い
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淳じ

ゅ
ん

太た 
先
生

2020年1月末現在

4月25日（土）
英月 師 （真宗佛光寺派大行寺住職）

「私にかかわる見えないはたらき」

山極 壽一 氏 （京都大学総長）
「共感力と創造力を育てるために」
6月27日（土）
狹川 普文 師 （華厳宗管長・第223世東大寺別当）

「アジア諸国における仏教事情」

小林 エリコ 氏 （作家）
「精神障害者の私が目指す共生社会について」

9月26日（土）
大來 尚順 師 （浄土真宗本願寺派超勝寺住職/著述家/翻訳家）

「身近な仏教：何気ない日本語を振り返る」

長倉 伯博 師
「共感と響感～臨床僧侶の経験から～」
10月17日（土）
宮城 泰年 師 （本山修験宗総本山聖護院門跡 門主）

「山は師」

高島 幸次 氏（大阪大学招聘教授/大阪天満宮文化研究所員）
「落語に学ぶ豊かな心」
11月21日（土）
玉木 興慈 氏 （龍谷大学文学部教授）

「よきひとの仰せ」

柱本 めぐみ 師 （浄土真宗本願寺派明覺寺住職/歌手/ふじたアート代表取締役）
「お話とコンサート『こころを聴く』」

卒業生優先企画

1日目：9月5日（土）　
　卒業生交流会：『東北自慢 ～いきなりうめえな、これ！！～』　
～ホテルのお料理とともに、東北銘菓コーナー、銘酒コーナーを
存分にお楽しみください～
◇定　員：200名
◇時　間：17時30分～19時30分	
◇場　所：江陽グランドホテル（仙台市）	 	
◇参加費：新卒生（2020年3月卒業生）1,000円、

20代卒業生2,000円、30代卒業生3,000円、
その他年代の卒業生5,000円、
卒業生同伴者5,000円（大学生以下無料）

◇参加対象者：卒業生、卒業生同伴者
2日目：9月6日（日）
　バスツアー：旧大川小学校に学ぶ『防災、減災。いのちを守る行動と想い』
◇定　員：100名
◇時　間：8時～13時30分（予定）
◇行　程：JR仙台駅前集合	出発	→	旧大川小学校	→	JR仙台駅前

または川内萩ホール
◇参加費：一律3,500円（バス代、昼食弁当費、保険料諸経費込み）
◇参加対象者：卒業生、卒業生同伴者

龍谷大学吹奏楽部チャリティー合同演奏会 ♬♬
◇出演校：龍谷大学、東北大学、聖ウルスラ学院英智高等学校
◇定　員：1,200名
◇時　間：13時15分開場/14時開演/16時20分終演（予定）
◇場　所：東北大学百周年記念会館	川内萩ホール（仙台市）
◇参加費：無料
◇参加対象者：卒業生、卒業生同伴者、一般

・要事前申込み（定員になり次第締切）
・申込みは4月1日（水）〜  ・詳細は校友会HPにて

 （浄土真宗本願寺派善福寺住職
   滋賀医科大学非常勤講師）
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車
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す
フ
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ン
シ
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選
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臨
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宗
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じ
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道み
ち
の
ぶ宣

さ
ん

10
年 

文
学
部
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車
い
す
フ
ェン
シ
ン
グ
選
手

と
し
て
、日
本
選
手
権
・
国
際

親
善
大
会
（
福
岡
）
フ
ル
ー
レ

１
位
、
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
フ
ル
ー
レ
２

位
、エペ
３
位
、フ
ル
ー
レ
団
体

３
位
、
I
W
A
S
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会

（
カ
ナ
ダ
）フ
ル
ー
レ
3
位
な
ど

の
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
精

神
的
な
支
え
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
、
皆
が
参
加

で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
の
活
動
は
顕
著
で
す
。

　

11
月
３
日
、第
30
回
龍
谷
賞
贈
呈
式
が

行
わ
れ
、社
会
に
貢
献
し
顕
著
な
業
績
を
あ

げ
ら
れ
た
５
名
の
方
の
功
績
を
称
え
、さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
て
、龍
谷
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を

経
て
、
聖
護
院
門
跡
に
帰
山

さ
れ
、
07
年
に
第
52
世
門
主

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

帰
山
後
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム

や
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
直
後
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
を
訪
れ
、

仏
教
者
と
親
交
を
深
め
な
が

ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
枯

葉
剤
散
布
で
苦
し
む
人
々
の

医
療
か
ら
職
業
訓
練
ま
で
総

合
的
に
行
え
る
自
立
支
援
施

設
の
創
設
に
尽
力
す
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
支
援
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
京
都
仏
教
会
常

務
理
事
、
日
本
宗
教
者
平
和

協
議
会
代
表
委
員
な
ど
を
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

2019年度 校友総会開催

　

10
月
19
日
、
法
曹
支
部
設
立
５
周
年
記
念
定
期
総
会
、
講

演
会
、
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
た
に
法
曹
支
部
に
入

会
さ
れ
中
国
上
海
で
弁
護
士
を
し
て

お
ら
れ
る
馬マ

ー

弁
護
士
を
お
迎
え
し
て

中
国
の
法
律
事
情
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
来

賓
の
皆
様
、
弁
護
士
、
司
法
修
習
生

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
、ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
長 

坂
口
俊
幸
）

　

10
月
26
日（
瀬
田
）と
11
月

3
日（
深
草
）の
両
日
、第
97

回
龍
谷
祭
と
第
48
回
学
術
文

化
祭
で
に
ぎ
わ
う
中
、ホ
ー

　

9
月
28
日
、
高
松
興
正
寺
別
院
に
お
い
て
二
支
部
合
同
の

講
演
会
・
落
語
会
を
開
催
し
、
一
般
の
参
加
も
あ
り
80
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
林
家
染
二
さ
ん（
85
年
法
卒
）に
よ

る
講
演
会
は
、老
人
・
医
療
・
若
者
の
問
題
に
つい
て
笑
い
を
交

え
な
が
ら
も
わ
か
り
や
す
い
お
話
で
し

た
。林
家
染
二
さ
ん
と
桂
よ
ね
一
さ
ん

（
10
年
経
済
卒
）に
よ
る
落
語
会
は
、お

寺
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、聞
き
や
す
く
雰

囲
気
も
あ
り
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
香
川
県
政
策
部
の

大
山
部
長
よ
り
大
学
と
の
就
職
協
定

の
ご
報
告
が
あ
り
、
ま
た
、
徳
島
県

と
高
知
県
の
支
部
の
方
々
の
参
加
に

よ
り
、
四
国
四
支
部
の
活
動
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
が
で
き
、
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
香
川
県
支
部
事
務
局
長 

三
野
正
博
）

法
曹
支
部
５
周
年
記
念

定
期
総
会・講
演
会・懇
親
会

香
川
県
支
部･

愛
媛
県
支
部

設
立
20
周
年
記
念
合
同
事
業

第30回 龍谷賞受賞者

書
道
家
、書
法
家

武
田
双
鳳

武た
け

田だ 

哲て
つ

史し

さ
ん

99
年 

法
学
部
卒

　

幼
い
頃
か
ら
書
道
家
で
あ

る
母
・
武
田
双
葉
氏
に
師
事

し
、兄
の
双
雲
氏
、弟
の
双
龍

氏
と
共
に
書
の
道
を
歩
ま
れ

ま
し
た
。

　

書
道
師
範
取
得
後
、
武
田

双
鳳
の
名
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
てPU

M
A

やM
iele

な

ど
海
外
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
筆
文

字
講
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

主
宰
す
る
京
都
と
大
津
の
書

法
道
場
に
は
全
国
の
門
下
生

150
人
が
集
い
「
書
を
通
じ
て

人
生
を
豊
か
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に「
豊
か
に
生
き
る
力
」

を
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤松徹眞校友会会長と受賞者とそのご家族
（宮城さんと大來さんは代理の方が出席されました。）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
超
勝
寺
住
職

著
術
家
、翻
訳
家

大お
お

來ぎ 

尚な
お

順ゆ
き

さ
ん

05
年 

文
学
部
卒

　

卒
業
後
、
米
国
仏
教
大
学

院
に
進
学
し
、
修
士
課
程
修

了
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
神

学
部
研
究
員
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

帰
国
後
、
多
岐
に
わ
た
る

国
内
外
へ
の
仏
教
伝
道
活
動

は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
、翻
訳
、講
演
や

テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
な
ど

国
際
経
験
を
活
か
し
幅
広
い

世
代
の
注
目
を
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

向
け
の
文
化
講
座
で
は
、
英

語
で
の
基
本
的
な
仏
教
の

説
明
の
仕
方
を
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
頃
か
ら
、
ボ
ク

シ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
、
龍

谷
大
学
在
学
中
は
12
年
に
関

西
学
生
リ
ー
グ
戦（
団
体
）で

優
勝
し
、
さ
ら
に
M
V
P
を

獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦
を

T
K
O
で
勝
利
を
飾
る
と
、

そ
の
非
凡
な
才
能
を
発
揮

し
、
プ
ロ
８
戦
目
で
日
本
ミ

ド
ル
級
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
、

そ
の
後
も
無
敗
を
継
続
中
で

K
O
勝
利
率
100
％
の
成
績
を

収
め
ら
れ
、
現
在
第
61
代
日

本
ミ
ド
ル
級
王
者
と
し
て
３

度
防
衛
さ
れ
て
い
ま
す
。（
受

賞
時
）

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

竹た
け
さ
こ迫 

司か
ず

登と

さ
ん

本
山
修
験
宗
総
本
山

聖
護
院
門
跡
第
52
世
門
主

宮み
や

城ぎ 

泰た
い

年ね
ん

さ
ん

54
年 

文
学
部
卒

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー 

2
0
1
9

創
立
380
周
年 

瀬
田
学
舎
開
学
30
周
年

三日月滋賀県知事と入澤学長との対談

農学部ベジタブルコンテスト

家族連れでにぎわうデザートコーナー

学生のステージパフォーマンス

龍

谷

賞

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
奨
励
賞

龍
谷
特
別
賞

龍
谷
特
別
賞

ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、89

年
4
月
に
開
学
し
て
今
年
で

30
周
年
。龍
谷
大
学
創
立
380

周
年
と
併
せ
て
瀬
田
学
舎
開

学
30
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
、S
D
G
ｓ
に
関
す
る
対

談
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、コ
ン

テ
ス
ト
、理
工
学
部
・
社
会
学

部
・
農
学
部
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
、各
学
部
同
窓
会

も
関
わ
り
多
く
の
校
友
が
集

い
ま
し
た
。

　

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

例
年
行
わ
れ
る
校
友
総
会
や

学
生
の
ス
テ
ー
ジ
や
龍
谷
賞

贈
呈
式
、龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ツ
ア
ー
に
加
え
、創
立
380

周
年
記
念
企
画
ス
ラ
イ
ド

　11月3日、顕真館において校友総会が開催されました。赤松
徹眞校友会会長の挨拶に続き議長が選出され、18年度の事業
報告と決算報告、19年度の事業の基本方針と予算について説
明がありました。母校を盛り上げ、校友会のさらなる発展を確
認しました。

龍谷大学創立380周年
校友会からの寄付について

校友会から次の事業に対して寄付を行いました。
⑴　学生の学びを支援する事業
　学生の留学を支援する仕組みとして、やる気と熱意をも
つ学生が一人でも多く留学できるよう、「校友会海外留学
奨励金」を創設。経済的理由により、留学したくてもでき
ない学生に対する支援。
　　寄付金額：5,000万円
　　              （2019年度から5年分 1,000万円×5年）
⑵　大学の施設整備などの環境整備を支援する事業
　地域に親しまれる大学としての社会的存在価値を高め、
龍谷大学の認知度向上を図るための支援。
　　寄付金額：5,000万円
また、校友会員、校友会各支部、各学部同窓会などか
らも様々な事業に対して、寄付がなされました。

シ
ョ
ー
の
上
映
も
行
わ
れ
、

さ
ら
に
今
回
は
食
堂
に
デ

ザ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
秋
も
龍
谷
祭
・
学
術
文

化
祭
と
あ
わ
せ
て
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
・
デ
ー
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

（
し
ょ
う
じ
ゅ
ん
）
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山

や ま ね

根 拓
た く や

也さん坂
さ か う え

上 倫
と も

久
ひ さ

さん

校友●Who's Who龍
谷
大
学
か
ら

医
学
研
究
へ
の
道

物
質
化
学
と

医
学
の
融
合

山
根 

拓
也
さ
ん

　

95
年
に
4
回
生
（
理
工
学

部
物
質
化
学
科
）
に
な
っ
た

と
き
、
京
都
大
学
か
ら
赴
任

さ
れ
た
大
西
俊
一
教
授
が
主

宰
す
る
研
究
室
で
卒
業
研
究

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
生
化
学
の
研
究
を
希
望

し
て
い
ま
し
た
の
で
、
当
時

の
滋
賀
医
科
大
学
生
物
学
教

室
教
授
で
あ
っ
た
土
井
田
幸

郎
博
士
の
紹
介
も
あ
り
、
滋

賀
医
科
大
学
生
化
学
第
二
講

座
の
大
久
保
岩
男
教
授
の
も

と
で
、
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
に
つ

い
て
研
究
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時

期
に
、
京
都
大
学
化
学
研
究

所
の
高
橋
敞
教
授
よ
り
、
プ

ロ
テ
ア
ー
ゼ
と
密
接
に
関
わ

る
ペ
プ
チ
ド
科
学
に
つ
い
て

も
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な

り
、
龍
谷
大
学
、
滋
賀
医
科

大
学
、
京
都
大
学
の
三
大
学

で
の
充
実
し
た
生
化
学
研
究

環
境
に
恵
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

修
士
課
程
を
修
了
後
は
、

滋
賀
医
科
大
学
の
博
士
課
程

に
入
学
し
、大
久
保
教
授
の
下

で
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
の
構
造
と
機

能
に
関
す
る
研
究
に
従
事
し

ま
し
た
。こ
の
間
、同
研
究
室

に
在
籍
し
て
い
た
龍
大
の
学

生
は
10
名
を
超
え
、そ
の
中
で

も
、竹
内
圭
介
さ
ん（
藤
原
研

究
室
8
期
）、坂
上
倫
久
さ
ん

（
藤
原
研
究
室
12
期
）ら
が
、

後
に
滋
賀
医
科
大
学
大
学
院

博
士
課
程
へ
と
進
学
し
、博
士

（
医
学
）の
学
位
を
取
得
し
ま

し
た
。龍
谷
大
学
理
工
学
部

で
習
得
し
た
物
質
化
学
的
知

識
が
、医
学
研
究
に
応
用・展

開
し
、ま
た
、そ
の
研
究
技
術

が
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
で
も
通
用
で
き
る
こ
と
を

証
明
で
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

滋
賀
医
科
大
学
分
子
神
経

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で
博
士

研
究
員（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

原
因
遺
伝
子
の
機
能
解
析
に

従
事
）を
経
て
、そ
の
後
は
北

海
道
大
学
大
学
院
薬
学
研
究

院
で
特
任
助
教
・
講
師
を
歴

任
し
、教
育・研
究
に
従
事
し

ま
し
た
。北
大
で
は
、パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
原
因
遺
伝
子PA

RK
7

がp53

を
介
し
て
プ
ロ
テ
ア
ー

ゼ
を
調
節
す
る
こ
と
を
世
界

で
初
め
て
発
見
す
る
と
と
も

に
、そ
の
技
術
は
食
品
機
能

性
研
究
に
も
応
用
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、北
大
で
の
研
究
成

果
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
、大
阪
府
立
大
学
で
食

品
機
能
性
に
よ
る
糖
尿
病・肥

満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
や
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
、神
経
変

性
疾
患
の
予
防・改
善
に
関
す

る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

坂
上 

倫
久
さ
ん

　

藤
原
研
究
室（
理
工
学
部

物
質
化
学
科
）で
培
っ
た
分
析

化
学
を
ベ
ー
ス
に
滋
賀
医
科

大
学
大
学
院
で
学
位
取
得
し

た
後
、愛
媛
大
学
医
学
部
生

化
学
分
子
遺
伝
学
教
室
の
東

山
繁
樹
教
授
の
も
と
で
血
管

新
生
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

人
体
最
大
の
臓
器
と
言
わ

れ
る
血
管
は
、
体
の
様
々
な

臓
器
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
各
臓
器
・
組
織
へ
の
物

質
の
運
搬
や
老
廃
物
の
回
収

を
担
う
こ
と
で
、
身
体
の
恒

常
性
維
持
に
必
須
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
度
血
管
機
能
に
異
常
が
起

こ
る
と
、
が
ん
や
循
環
器
疾

患
に
発
展
し
ま
す
。
そ
の
代

表
例
が
血
管
新
生
で
す
。
血

管
新
生
は
そ
の
名
の
通
り
新

し
い
血
管
が
形
成
さ
れ
る
生

命
現
象
で
す
が
、
成
人
で
は

ほ
と
ん
ど
起
こ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
体
内
に
固
形
腫
瘍

が
で
き
る
と
細
胞
増
殖
に
伴
っ

て
周
辺
の
酸
素
を
消
費
し
低

酸
素
環
境
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
が
ん
細
胞
は
自
ら
血

管
内
皮
細
胞
増
殖
因
子

（V
EGF

）
と
い
う
タ
ン
パ
ク

質
を
分
泌
し
、
周
辺
の
既
存

血
管
か
ら
新
し
い
血
管
を
呼

び
込
む
こ
と
で
、
が
ん
細
胞

は
新
生
血
管
を
通
じ
て
栄
養

や
酸
素
を
獲
得
し
、
更
な
る

増
殖
を
可
能
と
し
ま
す
。
こ

れ
は
東
山
教
授
の
留
学
先
で

あ
る
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

小
児
外
科
教
授Judah 

F
olkm

an

（
ジ
ュ
ー
ダ 

フ
ォ
ー
ク
マ
ン
）
博
士
が
、
腫

瘍
摘
出
時
に
多
く
の
出
血
を

伴
う
経
験
を
も
と
に
提
唱
し

た
も
の
で
、
血
管
新
生
阻
害

療
法
は
が
ん
治
療
に
直
結
す

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
に
先
駆
け
て
、
血

管
内
皮
細
胞
内
に
腫
瘍
細
胞

が
分
泌
す
るV

EGF

に
応
答

し
て
血
管
新
生
の
on
／

off
の
運

命
を
決
定
づ
け
る
新
規
分
子

ス
イ
ッ
チ
の
存
在
を
発
見
し
、

創
薬
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、愛
媛
大
学
医
学

部
心
臓
血
管・
呼
吸
器
外
科

学
講
座
の
講
師
と
し
て
基
礎

研
究
と
臨
床
研
究
を
つ
な
ぐ

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

リ
サ
ー
チ
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

山
根
さ
ん
と
坂
上
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
の
物
質
化
学

を
ベ
ー
ス
と
し
た
医
化
学
分

野
で
の
研
究
経
験
を
活
か
し

て
共
同
研
究
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ヒ
ト
遺
伝
子
は
２
－
３

万
種
類
と
も
言
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
相
乗
的
に
絡
み
合

い
、
極
め
て
複
雑
な
分
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
で
人

体
恒
常
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
一
度

歯
車
が
狂
う
こ
と
で
一
気
に

疾
患
発
症
へ
と
傾
き
ま
す
。

し
か
し
、
ヒ
ト
は
進
化
の
過

程
で
、
何
重
も
の
監
視
シ
ス

テ
ム
と
修
正
・
防
御
シ
ス
テ

ム
を
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
単
一
遺
伝
子
の

機
能
破
綻
に
よ
り
疾
患
に
直

結
す
る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
に
着

目
し
て
お
り
、
山
根
さ
ん
が

最
も
得
意
と
す
る
プ
ロ
テ

ア
ー
ゼ
研
究
を
基
軸
に
、
坂

上
さ
ん
が
組
織
か
ら
個
体
、

臨
床
へ
と
研
究
展
開
し
、
循

環
器
疾
患
に
対
す
る
新
た
な

治
療
法
の
確
立
を
目
指
さ
れ

て
い
ま
す
。
疾
患
発
症
の
分

子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
と
新

た
な
治
療
法
の
確
立
に
は
、

物
質
化
学
的
知
識
が
必
須
の

言
語
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
新
設
さ
れ
る

「
先
端
理
工
学
部
応
用
化
学

課
程
」
を
卒
業
す
る
学
生
の

中
か
ら
、
医
学
研
究
分
野
の

最
先
端
で
活
躍
す
る
人
材
が

少
し
で
も
増
え
れ
ば
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
17
日
、
校
友
音
楽
祭

が
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
校

友
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。ロ

ビ
ー
に
は
、
野
外
活
動

部
の
学
生
た
ち
が
設
け
た
小

さ
な
お
子
さ
ま
が
遊
べ
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
若
い
世
代
の
校
友

が
多
数
集
ま
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
現
役

学
生
の
「
京
炎
そ
で
ふ
れ
！

輪
舞
曲
（
ロ
ン
ド
）」
に
よ

る
創
作
演
舞
。
客
席
に
迫
り

く
る
勢
い
と
若
さ
み
な
ぎ
る

美
し
い
舞
い
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
続
く
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
金
賞
受
賞
の
吹
奏
楽
部
の

現
役
学
生
に
よ
る
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
圧

巻
の
一
言
に
尽
き
、
４
人
の

息
の
合
っ
た
心
地
よ
い
演
奏

が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

校
友
に
よ
る
演
奏
の
は
じ

ま
り
は
、
軽
音
・
J
A
Z
Z

研
究
会
同
窓
会
バ
ン
ド

「Shabby &
 N

ew

」。
今出演のみなさんとスタッフ Blues Sky

京炎そでふれ！輪舞曲（ロンド）出演者・観客全員で “ヤングマン”

小さなお子さまが遊べるコーナー Shabby & New

吹奏楽部クラリネットアンサンブル

第47回日本心臓血管外科学会学術総会

73年京都府生まれ。滋賀医科大
学大学院医学研究科（博士課程
修了 医学博士）。
08年北海道大学大学院薬学研
究院特任助教、講師を経て16年
度から大阪府立大学生命環境科
学研究科客員研究員。

81年大阪府生まれ。滋賀医科大
学大学院医学研究科（博士課程
修了 医学博士）。
13年愛媛大学先端研究・学術
推進機構プロテオサイエンスセン
ター助教を経て、15年より、同
大医学部心臓血管・呼吸器外科
学講座講師。趣味はサッカーや
釣り。

単著論文：
Beneficial Effects of Anthocyanin 
From Natural Products on Lifestyle-
Related Diseases Through Inhibition 
of Protease Activities,
Studies in Natural Products 
Chemistry,
Volume 58, 2018, Pages 245-264

共著：
『北のスーパーフード　アロニア』
（北海道アロニア研究会）

年
で
5
回
目
の
出
演
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
円
熟
味
あ
る

安
定
し
た
演
奏
で
し
た
。
黄

色
い
ト
マ
ト
OB
・
OG
会
の

「Blues Sky

」
は
卒
業
後
に

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
ラ

イ
ブ
の
も
つ
迫
力
と
女
性

ボ
ー
カ
ル
の
歌
声
に
会
場
が

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
「
吹
奏
楽

部
OB
・
OG
会
」。
途
中
、
若

林
義
人
監
督
に
タ
ク
ト
が
譲

ら
れ
、
そ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に

喜
び
と
緊
張
感
あ
る
演
奏
に
。

松
田
聖
子
さ
ん
の
曲
の
メ
ド

レ
ー
は
、
懐
か
し
く
つ
い
歌

を
口
ず
さ
み
、
西
城
秀
樹
さ

ん
の
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
で
は

大
き
く
手
を
広
げ
て
会
場
全

体
で
音
楽
祭
を
満
喫
し
ま
し

た
。今

回
出
演
し
た
団
体
は
、

校
友
に
と
っ
て
馴
染
み
の

あ
る
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

で
す
。
学
生
時
代
が
思
い

出
さ
れ
、
現
役
学
生
と
の

世
代
を
超
え
た
共
演（
競

演
）に
胸
を
熱
く
し
た
音
楽

祭
と
な
り
ま
し
た
。

校友音楽祭in龍谷大学響都ホール 校友会館校友会主催

医学博士医学博士
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た
。
06
年
に
龍
谷
大
学
国
際

文
化
学
部
を
卒
業
し
、
社
会

人
に
な
っ
て
も
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
が
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、
社
会
人
リ
ー
グ
の
あ

る
兵
庫
県
の
医
療
・
介
護
の

会
社
に
入
社
し
ま
し
た
。
約

25
年
間
真
剣
に
向
き
合
っ
て

き
た
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

「
世
界
」
へ
の
道
の
り
は
険

し
く
て
高
い
と
痛
感
、
年
齢

の
こ
と
も
あ
り
引
退
し
、
地

元
北
海
道
十
勝
へ
戻
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

16
年
４
月
に
北
海
道
十
勝

に
あ
る
株
式
会
社
丸
勝
に
入

社
し
、
同
年
６
月
に
世
界
で

唯
一
「
食
べ
ら
れ
る
国
宝
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
原
産
の
豚
「
マ
ン
ガ

リ
ッ
ツ
ァ
豚
」
を
オ
ラ
ン
ダ

経
由
で
25
頭
生
体
輸
入
に
成

功
。
ア
ジ
ア
初
と
な
る
国
宝

の
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

い
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

飼
育
ス
タ
ー
ト

　

養
豚
の
ス
タ
ー
ト
は
過
酷
そ

の
も
の
で
し
た
。
マ
ン
ガ
リ
ッ

ツ
ァ
豚
の
行
動
や
飼
育
方
法
、

飼
料
設
計
や
豚
舎
設
計
、
養

豚
関
係
者
と
の
パ
イ
プ
の
構

築
は
、
全
て
に
お
い
て
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
、
日
本
で
誰

も
受
け
入
れ
た
こ
と
が
無
い

品
種
の
た
め
、
頼
れ
る
人
や

文
献
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

諦
め
る
の
は
す
ご
く
簡
単
で

プロフィール
大阪市生まれ。88年龍谷大学経済学部卒業。同年松坂屋（現 
大丸松坂屋百貨店）入社。93 年大森屋に入社。製造、営業、
企画、商品開発などを経験後、01 年に取締役営業本部営
業企画担当兼商品開発担当部長に就任。05 年常務取締役
社長室長兼営業企画部長就任。10 年に管理本部長兼営業
企画部長を経て、17 年代表取締役社長に就任。子会社で
ある大森屋（上海）貿易有限公司董事長を兼務。

（株）大森屋 代表取締役社長

稲
い な

野
の

 達
た つ

郎
ろ う

さん

社
長
に
就
任
し
て

　

就
任
し
て
２
年
半
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
社
長
と
い
う
職

は
、
刺
激
が
あ
っ
て
充
実
し

た
日
々
を
送
って
い
ま
す
。
父

（
先
々
代
）、叔
父
（
先
代
）は
、

た
た
き
上
げ
で
、
従
業
員
は

怒
ら
れ
て
も
納
得
し
て
従
って

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の

場
合
は
、
会
社
が
出
来
上
がっ

た
後
に
入
社
し
た
身
で
す
の

で
、
少
し
違
い
ま
す
。
社
長

の
仕
事
の
う
ち
一
つ
は
、
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ど

う
あ
げ
る
か
、
そ
の
た
め
の

働
き
や
す
い
環
境
を
ど
う
整

備
し
て
い
く
か
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
社
長
室
の
扉

は
、
来
客
時
以
外
は
オ
ー
プ

ン
に
し
、
従
業
員
い
つ
で
も
ウ

エ
ル
カ
ム
で
す
。
全
国
の
営
業

所
を
回
り
、
従
業
員
と
共
に

得
意
先
回
り
も
行
い
ま
す
。

主
力
商
品

　

海
苔
メ
ー
カ
ー
は
、
過
去

に
シ
ェ
ア
争
い
で
安
売
り
に

走
り
、
消
費
者
に
「
海
苔
は

安
い
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
植
え
付
け
て
し
ま
っ
た

一
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
反

省
に
立
ち
、
海
苔
本
来
の
お

い
し
さ
を
楽
し
め
る
品
質
重

視
の
商
品
作
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
現
在
の
主
力
商

品
は
、「
ぱ
り
う
ま
」
と
い

う
味
付
け
海
苔
、
焼
き
海
苔

で
す
。
国
産
海
苔
で
は
最
上

級
と
さ
れ
て
い
る
有
明
海
産

の
一
番
摘
み
原
料
だ
け
を
使

用
し
た
自
慢
の
シ
リ
ー
ズ
で

牧場長 藤
ふ じ

田
た

 隆
た か

宏
ひ ろ

さん

校友最前線

（株）十勝ロイヤルマンガリッツァファーム

（06 年国際卒）

https://royal-mangalica.jp/

が
３
年
生
に
教
え
る
と
い
っ

た
も
の
で
し
た
。
大
学
に
入

り
た
て
の
１
年
生
に
対
し
て

私
が
授
業
を
し
た
と
き
に
、

先
生
か
ら
「
よ
く
調
べ
て
、

授
業
を
し
て
い
る
が
、
１
年

生
に
は
難
し
く
て
分
か
ら
な

い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

人
前
で
話
す
と
き
に
は
、
聞

く
人
た
ち
の
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
、
伝
え
た
い
こ
と
を
伝

え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
社

長
に
な
っ
て
人
前
で
話
す
こ

と
が
多
く
な
っ
た
今
も
大
い

に
感
じ
て
い
ま
す
。
同
業
者

な
ど
の
前
で
話
す
の
は
、
専

門
用
語
な
ど
が
通
じ
る
の
で

大
丈
夫
、
一
番
難
し
い
の

は
、
親
子
教
室
に
お
い
て
、

最
初
の
挨
拶
で
あ
る
社
長

の
一
言
の
内
容
で
す
。
海
苔

の
製
造
工
程
な
ど
を
話
し

て
も
、
子
供
に
と
っ
て
は
、

右
か
ら
左
。「
海
苔
は
ど
こ

で
と
れ
る
か
知
っ
て
る
？
」

と
い
う
よ
う
に
、
子
供
に

と
っ
て
、
海
苔
が
身
近
な

存
在
で
あ
り
続
け
る
よ
う
、

平
易
な
も
の
言
い
で
話
す

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

卒
業
し
た
今
で
も

　

卒
業
か
ら
30
年
ほ
ど
経
っ

た
今
で
も
、
１
年
の
と
き
の

基
礎
ゼ
ミ
の
仲
間
と
は
、
年

に
一
度
ぐ
ら

い
の
頻
度
で

集
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の

中
に
は
、
放

送
作
家
の
高

須
君
（
校
友

会
報
第
88
号

で
紹
介
）
も

い
ま
す
。
彼

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
時
代

　

小
学
１
年
か
ら
始
め
た
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
続
け
る
た

め
龍
谷
大
学
に
進
学
し
ま
し

　

養
豚
の
経
験
ど
こ
ろ
か
、

豚
を
近
く
で
見
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
ジ

ア
で
誰
も
や
っ
た
こ
と
が
な

い
と
い
う
こ
と
は
パ
イ
オ
ニ

ア
に
な
れ
る
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
だ
と
感
じ
、
や
る
し
か
な

世
界
最
高
峰
を
め
ざ
し

　

今
後
は
、
血
統
管
理
、
種

の
保
存
を
第
一
に
考
え
、
年

間
出
荷
頭
数
を
500
頭
に
で
き

る
よ
う
繁
殖
し
、
さ
ら
に
は

肉
質
の
向
上
も
目
指
し
、
世

界
へ
誇
れ
る
「
十
勝
ロ
イ
ヤ

ル
マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
豚
」
と

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「W

orld’s finest w
ith 

Love and Passion

」

（
世
界
最
高
峰
、
惜
し
み
な

い
愛
情
と
情
熱
を
持
っ
て
）

マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
豚
と
の

出
会
い

十勝ロイヤルマンガリッツァファーム

あ
り
楽
な
道
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
生
命
あ
る

可
愛
い
マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
豚

を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
し
、
自
分
自
身
に

決
し
て
負
け
た
く
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
年
前
、
本
場
ハ
ン
ガ

リ
ー
へ
視
察
に
行
き
世
界

の
頂
点
を
と
れ
る
と
確

信
し
、
株
式
会
社
十
勝

ロ
イ
ヤ
ル
マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ

フ
ァ
ー
ム
と
し
て
独
立
し

ま
し
た
。
新
し
い
豚
舎

を
建
て
、
従
業
員
を
４
名
採

用
し
、
繁
殖
か
ら
出
荷
ま
で

一
貫
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
十
勝
ロ
イ
ヤ
ル

マ
ン
ガ
リ
ッ
ツ
ァ
豚
」
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ホ
テ
ル
へ
直
接
販
売

し
て
い
ま
す
。
マ
ン
ガ
リ
ッ

ツ
ァ
豚
の
肉
質
は
融
点
が
低

い
脂
身
や
、
発
色
の
強
い
赤

身
が
特
徴
で
す
。
噛
め
ば
噛

む
ほ
ど
彼
ら
が
育
っ
た
環

境
、
生
き
た
証
を
感
じ
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

2019年12月に刷新された
「ロゴマーク」

食べだしたら止まらない
癖になる食感「バリバリ職人」

す
。
通
常
よ
り
や
や
低
温
で

ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
焼
き
上

げ
、
独
自
の
食
感
を
実
現
し

ま
し
た
。
九
州
の
醤
油
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
味
付
け
海

苔
の
調
味
液
も
工
夫
し
て
い

ま
す
。

学
生
時
代
の
経
験

　

３
年
、
４
年
の
ゼ
ミ
の
先

生
は
、
藤
永
先
生
で
し
た
。

４
年
生
に
藤
永
先
生
担
当
の

基
礎
ゼ
ミ
の
授
業
を
さ
せ
た

り
、
ゼ
ミ
合
宿
で
は
４
年
生

世
界
最
高
峰
、

惜
し
み
な
い
愛
情
と

情
熱
を
持
っ
て

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打
ち
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

お
申
し
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１
週
間
前
ま
で
。

●
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・
卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚

の
場
合
は
２
名
と
も
●
挙
式
日
時
・
会
場
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
会
場

住
所
・
会
場
電
話
番
号
●
会
報
に
掲
載
の
可
否

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

氏
名
　         

卒
年     

式
月
日

♠
小
林　

健
太 

11 

文 

９-

28

♥
佐
古
田
あ
い 

15 

文 

♠
大
浦　

航
祈 

14 

社
会 

10-

14

♥
米
田　

実
加 

13 

社
会 

　
加
藤
健
太
郎 

11 

社
会 

10-

19

♠
角
本　

知
史 

15 

政
策 

11-

2

♥
山
下
由
規
乃 

17 

法 

♠
林　
　

祐
介 

13 

経
済 

11-

3

♥
浅
沼
す
ず
花 

13 

文 

　

𠮷
原
摩
有
起 

11 

文 

11-

10

♠
西
山　

絹
人 

10 

短
大 

11-

16

♥
重
高　

莉
沙 

10 

短
大 

♠
山
田　

泰
弘 

11 

経
済 

12-

8

♥
柴
田　

結
美 

09 

短
大 

経営者登場

に
は
、
現
在
、
関
東
地
方
で

放
送
し
て
い
る
C
M
を
手

掛
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
在

学
時
、
彼
と
通
学
経
路
が
重

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
仲
良
く
な
り
、
現
在
も

そ
の
関
係
は
続
い
て
い
ま

す
。

今
後
の
展
望
は

　

以
前
か
ら
や
っ
て
き
た
こ

と
の
継
承
と
世
の
中
の
変
化

を
的
確
に
捉
え
た
新
し
い
こ

と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

消
費
者
的
視
点
に
立
っ

た
事
業
展
開
を
「
愚
直
」
に

進
め
て
い
き
ま
す
。「
め
ん

ど
く
さ
い
」
こ
と
に
手
間

を
か
け
て
仕
上
げ
る
の
が

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
延
長
線
上
で
、
海
苔

以
外
の
商
品
を
拡
充
し
、
海

外
販
路
の
拡
大
も
視
野
に

入
れ
て
、
よ
り
多
く
の
お
客

様
に
支
持
さ
れ
る
総
合
食

品
メ
ー
カ
ー
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
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馬
ば ば

場 明
あ き

希さ
ん

 

プロフィール
08年文学部卒業。11年文学研
究科修士課程修了。14年に家族
でハワイに移住。現在ヒロ本願
寺学園にて日本語教師。

他
国
の
文
化
を
理
解
し
、

交
流
す
る
こ
と
は
、

言
語
の
壁
を
越
え
る

仏
教
の
源
流
を
学
ぶ

　

奈
良
の
興
福
寺
界
隈
で

育
っ
た
私
は
、
仏
教
の
源
流

が
知
り
た
い
と
い
う
好
奇
心

か
ら
、
龍
谷
大
学
へ
入
学
し

ま
し
た
。

　

学
生
時
代
に
学
ん
だ
仏
教

学
全
般
は
非
常
に
面
白
く
、

な
か
な
か
理
解
し
が
た
い
哲

学
的
内
容
が
魅
力
的
で
し

た
。
特
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
勉
強
に
一
生
懸
命
だ
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
大
学
院

時
代
に
は
同
級
生
の
夫
と
結

婚
し
、
子
供
も
授
か
り
ま
し

た
。

ハ
ワ
イ
へ
移
住
、日
本
語
教
師
へ

　

夫
が
開
教
使
に
志
願
し
、

14
年
に
家
族
で
ハ
ワ
イ
へ
移
住

し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
に
は
今

も
多
く
の
日
系
人
が
暮
ら
し

ハワイ島在住
ヒロ本願寺学園（日本語学校）

日本語教師

て
い
て
、
ハ
ワ

イ
州
に
は
現
在

33
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の

お
寺
が
あ
り
ま
す
。
夫
は

ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
に
あ
る
本
派

本
願
寺
ヒ
ロ
別
院
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
の
永
住
権

を
取
得
す
る
ま
で
の
数
年
間
、

ビ
ザ
の
関
係
で
働
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
３
人
の
子
育
て
の
か
た

わ
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ヒ
ロ

別
院
の
書
道
教
室
を
受
け

持
ち
、
同
じ
く
ヒ
ロ
別
院
で

ご
高
齢
の
方
が
集
ま
る
昼
食

会
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

お
寺
の
門
徒
の
方
々
と
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
永
住
権
を
取

得
し
、
一
番
下
の
娘
が
プ
リ

ス
ク
ー
ル
（
日
本
で
い
う
幼

稚
園
）
に
入
園
し
た
こ
と
を

機
に
、
日
本
語
教
師
の
仕
事

を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

ヒ
ロ
本
願
寺
学
園
に
勤
務

　

私
が
勤
務
す
る
ヒ
ロ
本
願

寺
学
園
（
日
本
語
学
校
）
は
、

１
年
生
か
ら
８
年
生
ま
で
約

35
名
の
生
徒
が
お
り
、
教
員

は
私
を
含
め
て
４
名
い
ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

放
課
後
、
毎
日
授
業
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
学
園
に
通
っ

て
く
る
生
徒
は
、
日
常
で
は

英
語
し
か
使
わ
な
い
日
系

４
－
６
世
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

今
年
度
、
私
は
２
年
生

（
７
－
８
才
ぐ
ら
い
）
と
４

年
生
（
９
－
11
才
ぐ
ら
い
）

を
担
当
し
て
い
ま
す
。毎
日
、

み
ん
な
一
生
懸
命
勉
強
し
て 本派本願寺ヒロ別院

ヒロ本願寺学園授業風景

日本の遊びに触れる授業（福笑い）

い
ま
す
…
と
言
い
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
放
課
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
中
に
は
友
達

と
遊
ぶ
こ
と
に
一
生
懸
命
と

い
う
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
ん

な
生
徒
に
も
日
本
語
や
日
本

文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

お
う
と
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

な
が
ら
日
々
格
闘
し
て
い
ま

す
。
日
本
語
学
校
に
来
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語

が
母
語
で
は
な
い
私
に
遠
慮

な
く
英
語
で
話
し
か
け
て
く

る
子
供
た
ち
に
圧
倒
さ
れ
つ

つ
も
、
ア
メ
リ
カ
文
化
の
中

で
育
つ
彼
ら
の
発
想
は
、
い

ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
と
て
も
刺
激

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
２
年
生
の
生
徒

が
英
語
で
「
先
生
、
英
語
は

ど
こ
で
勉
強
し
た
の
？
英
語

を
覚
え
る
の
、
大
変
だ
っ
た

で
し
ょ
？
」
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。
日
本
語
の
意
味
を
英

語
で
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
悩

ん
で
い
た
私
に
と
っ
て
、
思

わ
ぬ
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

言
語
の
壁
を
越
え
て

　
ハワ
イ
へ
移
住
す
る
際
、
大

学
の
恩
師
か
ら
「
子
供
た
ち

を
日
米
の
架
け
橋
と
な
る
よ

う
な
人
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

他
国
の
文
化
を
理
解
し
交

流
す
る
こ
と
は
、
言
語
の
壁

を
越
え
る
と
ハワ
イ
島
に
住
ん

で
い
て
感
じ
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
で
も
多
く
の
生
徒
が
、
相

手
の
文
化
を
尊
重
し
、
自
分

の
文
化
を
誇
り
に
思
え
る
人

に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
職
務
に

邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

家族（本派本願寺ヒロ別院本堂にて）

日 程 区 　　分 イベント内容 場　　　　所

4月1日（水） 大学・大学院・短大 入学式(文・済・営・法・政・国・各研究科・短大） 深草キャンパス
4月2日（木） 大学・大学院 入学式（先端理工・社・農） 瀬田キャンパス
4月4日（土） 石川県支部 観桜会 未定（金沢市内）
4月10日（金） 大学・親和会・校友会 ふるさとタイム 深草キャンパス
4月25日（土） 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 講師（第1講）英月 師 （第2講）山極 壽一 氏 京都市・龍谷大学響都ホール 校友会館
5月17日（日） 阪神支部 総会・講演会・懇親会 コープこうべ生活文化センター
5月21日（木） 校友会本部 校友会賞授賞式 深草キャンパス・顕真館
5月21日（木） 大学 創立記念降誕会 大宮・深草・瀬田キャンパス
5月23日（土） 大阪・中央支部 総会・懇親会 北御堂津村別院
5月30日（土） 香川県支部 総会・懇親会龍Ron小町ワークショップ マリンパレスさぬき

5月30日（土） 福岡県福岡支部 総会・懇親会 八仙閣

5月 パナソニックグループ支部（紫松会） 若手の集まる会 大阪近郊
6月6日（土） 高知県支部 総会・講演会・懇親会 サンライズホテル
6月7日（日） 三重県支部 総会・講演・懇親会 ホテルグリーンパーク津
6月7日（日） 大阪・北大阪支部 総会・講演・懇親会 高槻市交流センタークロスパル
6月7日（日） パナソニックグループ支部（紫松会）甲子園観戦 阪神甲子園球場
6月13日（土） 北海道支部 総会 札幌第一ホテル
6月13日（土） 東京支部 総会・講演会・懇親会 築地本願寺
6月13日（土） 愛知県支部 総会・講演会・懇親会 愛知県産業労働センターウィンクあいち
6月13日（土） 鹿児島県支部 総会・講演会・懇親会 鹿児島別院
6月26日（金） 桐友会 総会・20周年記念懇親会 未定
6月27日（土）　 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 講師（第１講）狹川 普文 師 （第2講）小林 エリコ 氏 京都市・龍谷大学響都ホール 校友会館
6月27日（土） 岡山県支部 総会・懇親会 瀬戸の華（瀬戸内市牛窓町）
6月28日（日） 広島県支部 総会・講演会・懇親会 ホテルセンチュリー 21広島
6月28日（日） 福岡県・北豊支部 総会・懇親会・アトラクション 小倉ステーションホテル
6月 東京支部 龍Ron小町交流・懇親 ワインのたしなみ（仮） らくだ場
6月 奈良県支部 総会・20周年記念事業・懇親会 未定
6月 福岡県　北豊支部 総会・懇親会 未定
6月 南カリフォルニア支部 校友会会員の交流と親睦会 New Port beachのレストラン
6月 龍志会 総会・懇親会 深草キャンパス

2020年度上半期校友会スケジュール　龍谷大学校友会行事〈予定〉
日 程 区 　　分 イベント内容 場　　　　所

6月初旬～中旬 兵庫県・丹篠支部 総会・懇親会 未定
6月上旬 神奈川県支部 総会・講演会・懇親会 未定（横浜周辺）
6月上旬 京都市支部 総会・懇親会 未定
6月下旬 鳥取県支部 総会・懇親会 倉吉市内
6月下旬 宮崎県支部 総会・懇親会 宮崎別院
7月4日（土） 職業会計人グループ（RAS) 総会・研修会 深草キャンパス
7月11日（土） 岐阜県支部 総会・講演会・懇親会 ホテルグランヴェール岐山
7月11日（土） 石川県支部 新卒生歓迎会 アパホテル金沢駅前
7月11日（土） 兵庫県・神明支部 総会・懇親会 ホテルキャッスルプラザ
7月11日（土） 矯正・保護ぎんなん会 総会・研究会・懇親会 深草キャンパス
7月 山口県支部 総会・記念講演会・懇親会 萩市内
7月 山口県支部 親睦ゴルフ大会 未定
7月末 京都市支部 ビアパーティー 未定
7月末 大阪・北大阪支部 茨木フェスティバル模擬店出店 茨木市民グラウンド
8月1日（土） 阪神支部 ビアパーティー 三宮・元町駅周辺
8月16日（日） 大阪・中央支部 キッズサンガ 北御堂津村別院
8月22日（土） 愛知県支部 納涼会 未定（名古屋市内）
8月28日（金） 熊本県支部 総会・公開講演会・懇親会 熊本ホテルキャッスル
8月29日（土） 佐賀県支部 総会・懇親会 旅館あけぼの
8月末 ハワイ支部 交流会 未定
9月5日（土） 校友会本部 全国校友大会in東北 卒業生交流会 江陽グランドホテル（仙台市）
9月6日（日） 校友会本部 全国校友大会in東北 バスツアー 旧大川小学校に学ぶ 旧大川小学校
9月6日（日） 校友会本部 全国校友大会in東北 吹奏楽部チャリティー合同演奏会 東北大学百周年記念会館 川内萩ホール
9月12日（土） 石川県支部 総会・講演会・懇親会 金沢ニューグランドホテル
9月12日（土） 愛媛県支部 総会・講演会・懇親会 ネストホテル松山
9月26日（土） 校友会本部他 龍谷大学「心の講座」 講師（第１講）大來 尚順 師（第2講）長倉 伯博 師 京都市・龍谷大学響都ホール 校友会館
9月27日（日） 阪神支部 神戸モダン塾 本願寺神戸別院
9月 龍志会 異業種交流会等 深草キャンパス
9月下旬 鳥取県支部 龍谷ツアー 未定

校友会員の皆様へ
　2019年度も佐賀県の大雨をはじめ、関東、信越、東北地域での度重なる台風による
大雨などにより、日本各地で多くの方が甚大な被害を受けました。
　校友会では、内閣府が発令している災害救助法の適用情報をもとに、甚大な被害を
受けた地域の校友に、お見舞状とともにその被害の状況をお伺いするアンケートを送付
しています。
　同種の取り組みは1995年の阪神・淡路大震災の時から継続して実施しています。
2019年度は約3,000名の校友へお見舞状を送付し、約500名の方よりアンケートの返信が
ありました。その中で1割の方は現地の被害の深刻な状況を詳細に記されており、被害
の大きさをあらためて痛感しました。
　返信の内容をもとに、被災された方には心ばかりのお見舞いの品をお送りしています。
　また、大学では、10月27日～29日に学生と教職員合わせて20名が、長野市内に赴き

復興支援の活動を行いました。
　現在もご不便な状況にある校友もおられることと存じますが、一日も早い復旧を念じて
います。校友会は今後も、卒業生に寄り添い、支え合える組織として、その役割を果た
していきます。
　現在、現住所不明の会員が約6万人にのぼります。校友会では災害時のみならず、
校友のネットワーク作りに注力しています。このネットワーク作りの一環として、
支部のない地域に、支部を設立することが望まれます。
　お知り合いの校友で住所変更の連絡をしていない方がおられましたら、以下まで
ご連絡くださいますようお伝えください。
　なお、個人情報の管理には万全を期しています。

https://www.ryukoku.ac.jp/koyu_form/   
mailto:koyu@ad.ryukoku.ac.jp
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2018年度　龍谷大学校友会決算
自2018年 4月1日　至2019年 3月31日

款 項 科　　　目 決算額
Ⅰ．収入の部

1 会　　　費 203,370,000
2 寄　付　金 0
3 広告料収入 0
4 提携カード収入 125,236
5 雑　収　入 21,109
6 その他の収入 2,000,000
7 積立金取崩収入 25,300,000

当年度収入合計 (A) 230,816,345
前年度繰越金 13,305,126
収入合計（B) 244,121,471
Ⅱ．支出の部

1 事　　業　　費 172,834,799
2 運　　営　　費 19,566,643
3 施 設 設 備 費 0
4 新同窓会預り金 0
5 校友会ネーミングライツ関係費 10,000,000
6 危機管理費 2,258,698
7 積　　立　　金 20,021,109
8 予　　備　　費 0

当年度支出合計（C) 224,681,249
当年度収支差額（A) -（C) 6,135,096
次年度繰越金（B) -（C) 19,440,222

資産の部 負債の部
大学預託金 313,178,137  予納金 49,750,000
　預託現金（普通預金） 69,190,222 （19 年度新入生 4,975 名分）
　定期預金 243,987,915

小  計 49,750,000
積立金・剰余金の部

特別事業積立金 22,560,196
事業拡大積立金 125,308,964
施設設備拡充積立金 44,077,593
危機管理積立金 52,041,162
　繰越金 19,440,222

小  計 263,428,137
合計 313,178,137 合  計 313,178,137

2018年度　貸借対照表
2019年 3月31日　現在 （単位：円）

（単位：円）

経済学部同窓会

　10月14日、卒業生の横の繋がりを期待してはじまったビジネ
ス・ミーティングは今回で４回目を迎え、卒業生や在学生、教職員
合わせて延べ250名に参加いただきました。
　基調講演には盲目の弁護士として、弱者救済の視点で活動を
行っておられる竹下義樹さん（75年法卒）をお迎えし、司法試験
を点字受験へと制度改正した当時の苦労や、新社会人におけ
る権利と義務等、多岐にわたる分野のご講演いただきました。
　また、その後のパネルディスカッションでは、経営者から経済
学部を卒業して３年目の社会人を招き就職活動やキャリアアッ
プ等、学生の悩みについての問答は白熱したものとなりました。
　今年は11月3日（火・祝）の開催を予定しています。出身学部問
わず皆様のご参加お待ちしています。

　11月3日ホテル日航プリンセス京都で、先生方、卒業生や
その家族、約120名が参加し第13回リユニオンを開催しまし
た。大いに盛り上がり、笑顔あふれる時間となりました。出
席いただいた皆様方ありがとうございました。今年は10月
31日に開催の予定です。法学部の行事が皆様の帰る場所の
一つとなれば幸いです。

 「20代30代のための20代30代による同窓会」
開催のご案内

2020年6月6日に大阪で開催します。
会場、時間等はホームページ、Facebook、LINE等でご確認
ください。

　11月30日、今回の「卒業生の集い」は、卒業生が一番多い大阪
に集まることとし、校友の呉服弘晶さんが社長兼総支配人を
されているホテル日航大阪にて開催しました。
　当日は戸上先生、鈴木先生、加藤先生にご出席いただき、経
営学部の学生を中心とした吹奏楽部のミニコンサートや抽
選会で大いに盛り上がりました。
　本年は創設50周年を迎えます。経営学部同窓会は「笑顔で
再会出来る場を 皆さまと共に作っていきたい」が創設当初か
らの思いです。同窓会員との意見交換を繰り返して、「50周年
は必ず成功させよう！」と再会を約束しました。秋には記念
事業（チラシ・同窓会HP参照）を開催しますので、是非ご参加
くださいますようお願い申し上げます。　　（会長 米田禎孝）

「第4回 ビジネス・ミーティング」

「第13回リユニオン」

龍谷大学瀬田学舎開学30周年記念
「社会学部名刺交換会」

　18年に初開催したキャリアイベントの第２弾として、12月
13日にキャリアシンポジウムを開催しました。
　今回は、学部と同窓会のコラボが実現しました。「七色のキャ
リア～自分らしいキャリアとは～」と題した企画では、政策学
部卒業生によるパネルディスカッションを行いました。
　今回の卒業生の共通点は、転職を経験していること。「自分は
何を大事にしたいのか」先輩の経験から、自分らしいキャリア
を考えるきっかけになったのではないでしょうか。
　今後も、様々なキャリアイベントを企画していきます。

「キャリアシンポジウム」

「第4回 卒業生の集い」

法学部同窓会

社会学部

経営学部同窓会

東京・神奈川県支部

宮崎県支部

山口県支部

愛知県支部

ぎんなん会（矯正・保護支部）

　10 月 5 日、好きな香り
と天然色素を選び、リップ
グロスを作りました。材料
となる精油の作用や効能、
家庭医薬としてのオイルの
興味深い話を聞く中で、肩
こりや膝の痛みに効くクリ
ームは大好評。昼食時には
参加者増に向けた話し合い
を行いました。  （小河昭子）

　10 月 5 日は暑いくらいの気候でしたが、乗船
すると風が心地良く、鵜が飲み込みに難儀する
とされる『うなぎ』釜飯弁当を食べました。昼の
鵜飼を初めて体験する人も多く、魚を捕る様子に
歓声を上げながら鵜飼鑑賞を楽しみました。

（小島康江）

　10 月 18 日、龍大卒業生を満喫する京都日帰
り「いだてんツアー」を行いました。西本願寺や
現役学生による解説付き大宮学舎の見学、ラン
チや和菓子作り体験などで校友の絆も深まり、
改めて素晴らしい大学で学ばせていただいたこ
とに感謝し、誇りを感じるツアーとなりました。

　　　　　　　　   （松田祥子）

　12 月 14 日、緒方靜子龍 Ron 小町会長を始め
来賓の方をお招きし、在学生を含め 24 名の参加
を得て和やかに「ぎん凛会」発足式を開催いたし
ました。職域支部という特徴を生かし、矯正・保
護課程の学生の皆さんとも交流を持ちながら輪
を拡げていくことができればと考えております。

（ぎん凛会会長 吉良仁美）

「学生支援～首都圏で働く・暮らす～
情報交換会」

「オリジナルリップグロス作り　
　～唇から香りを纏いましょう。」

５周年特別企画「いだてんツアー」

「ぎん凛会」発足にあたって

龍谷大学校友会女子会

各支部の「龍Ron小町」の活動

ロ ン ロ ン

『龍Ron小町』

　東京・神奈川県支部共催「学生支援～首都圏
で働く・暮らす～情報交換会」を12 月 14 日に
開催。校友 15 名、学生 20 名が、東京オフィス
で、スイーツを食べるのも忘れるほど、熱気あふ
れる質問会でした。熱心で落ち着いた学生たちと
自由な雰囲気の中での交流となりました。　　

　　　　　　　  （大原延恵）

「鵜飼イベント」

政策学部同窓会

　龍谷大学瀬田学舎開学30周年記念「社会学部名刺交換会」
に、多くの校友の皆さんにご参加いただき感謝を申し上げます。
　当日は、山田社会学部長をはじめ退職された先生方からも
ご挨拶をいただくとともに、社会学部を卒業された３名の
方々から近況を交えて大学への思いを聴かせていただき、改
めて校友と大学をつなげていくことの大切さを感じました。
　2022年には、社会学部同窓会の創立30周年を迎えることか
ら記念事業を企画してまいりますので、皆さんのご協力をよ
ろしくお願いいたします。

　　　　　 （同窓会長 荒川林太郎）

　龍谷大学では、オムロンエキスパートリンクと
業務提携し卒業生の就職（転職）支援サービ
スを実施しています。現在の拠点は、オムロンエ
キスパートリンク梅田オフィス（ヒルトンプラザ・ウ
エスト）ですが、4月1日から同社京都駅前オフィ
ス（ニッセイ京都駅前ビル7F）に変更して卒業
生支援サービスを継続します。

卒業生支援サービス（個別相談）の拠点変更について

第29回定例総会　6月6日（土） 15時～　深草キャンパス
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広
島
県
支
部

銀
河
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
＆
交
流
会

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
支
部

（
紫
松
会
）主
催

第
６
回
紫
松
会
B
B
Q
大
会

熊
本
県
支
部 

心
の
講
座
in
熊
本

法
曹
支
部・龍
志
会・Ｒ
Ａ
Ｓ 

無
料
相
談
室
の
開
設

三
重
県
支
部 

第
15
回
秋
の
懇
親
バ
ス
旅
行

奈
良
県
支
部　
吉
野
・
飛
鳥
へ
の
親
睦
交
流
会

学
校
園
教
員
支
部（
教
龍
会
）
第
11
回
総
会
・
交
流
会

大
阪
・
中
央
支
部

第
９
回
本
町
音
楽
祭
in
北
御
堂

４
グ
ル
ー
プ
合
同

第
２
回
Ｒ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

異
業
種
交
流
会

福
岡
県・北
豊
支
部
と
福
岡

支
部 

小
倉
で
の
交
流
懇
親
会

　

９
月
16
日
、
澄
み
き
っ
た
秋
の
空
の
下
、

広
島
港
を
出
航
し
、
世
界
遺
産
の
厳
島
（
宮

島
）
に
向
け
て
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
の
景
色

を
眺
め
な
が
ら
、
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
厳
島
に
上
陸
後
、
厳
島
神

社
を
参
拝
し
、
支
部
会
員
経
営
の
お
店
を

訪
問
し
た
り
、
島
内
の
神
社
仏
閣
や
景
勝
地

を
散
策
し
た
り
す
る
な
ど
、
喧
騒
な
日
常
生

活
か
ら
解
き
放
た
れ
、
心
豊
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。   （
支
部
長 

神
鳥
誠
）

　

９
月
21
日
、
第
２
回
Ｒ
Ｙ
Ｕ

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
異
業
種
交
流
会
を

Ｒ
Ａ
Ｓ
・
法
曹
支
部
・
Ｒ
Ｙ
Ｕ
不

動
産
倶
楽
部
・
龍
志
会
で
合
同

開
催
し
、
50
名
の
校
友
が
集
ま

り
ま
し
た
。
第
１
部
と
し
て
龍

谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
会
、
第

２
部
は
龍
谷
大
学
大
宮
キ
ャ
ン
パ

ス
清
和
館
１
階
に
て
親
睦
会
を

行
い
ま
し
た
。
様
々
な
職
域
の

校
友
と
共
に
交
流
を
深
め
る
有

　

10
月
５
日
の
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

た
大
阪
万
博
記
念
公
園
に
て
開
催
！ 

紫
松

会
主
催
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
阪
・
北
大
阪

支
部
、
京
都
市
支
部
、
大
阪
・
中
央
支
部
、

ぎ
ん
な
ん
会
、
法
曹
支
部
か
ら
ご
家
族
も
交

え
て
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
学
生
招
待
４
名

を
加
え
計
44
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
支
部

の
横
串
を
通
し
校
友
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

繋
が
り
あ
え
た
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま

し
た
。 　
　
　
　
（
事
務
局
長 

友
田
雅
裕
）

支
部
の
活
動（
報
告
）

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
周
年
事
業

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
龍
志
会
副
支
部
長 

松
本
章
太
郎
）

　

10
月
16
日
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャッ
ス
ル
に
お

い
て
、李
相
哲
社
会
学
部
教
授
を
お
迎
え
し
て

「
ど
う
な
る
!?
朝
鮮
半
島
! !
」
と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
し
、
400
名
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
人
気
の
李
相
哲

先
生
の
登
場
に
会
場
は
大
喜
び
。「
テ
レ
ビ
で

は
話
せ
ま
せ
ん
が
…
」
の
前
置
き
の
話
に
興

味
津
々
、「
へ
ぇ
～
」
と
い
う
歓
声
も
。「
来

年
も
ぜ
ひ
熊
本
に
！
」
と
の
声
も
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。   （
事
務
局
長 

高
千
穂
哲
也
）

　

11
月
９
日
、
快
晴
の
秋
空

に
恵
ま
れ
、
西
国
三
十
三
所

観
音
め
ぐ
り
の
結
願
・
満
願

の
お
寺
で
三
十
三
番
札
所
の

谷
汲
山
華
厳
寺
と
、
商
売

繁
盛
の
神
社
と
し
て
有
名
な

お
千
代
保
稲
荷
に
行
き
ま
し

た
。
紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ

た
の
で
す
が
、
谷
汲
山
で
は
、

参
道
の
お
茶
屋
さ
ん
で
精
進

料
理
を
い
た
だ
き
、
お
千
代

保
稲
荷
で
は
玉
屋
さ
ん
の
串

　

12
月
22
日
、
深
草
学
舎
和

顔
館
に
お
い
て
第
11
回
総

会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
会
員
約
40
人
、

教
職
志
望
在
学
生
約
120
人
、

教
職
セ
ン
タ
ー
担
当
教
員
等

計
180
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
員
の
実
践
報
告
、
会
員
と

学
生
と
の
交
流
会
、
本
学
卒

業
生
の
武
田
緑
さ
ん
が
「
多

様
な
教
育
」
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
、
学
生
に
と
っ
て
は

教
職
に
対
す
る
意
欲
を
高
め

ら
れ
、
会
員
相
互
の
交
流
も

深
ま
り
、
学
び
多
い
充
実
し

た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

 （
支
部
長 

佐
古
田
英
樹
）

　

10
月
19
日
、
龍
谷
大
学
バ
ト
ン
・
チ

ア
S
P
I
R
I
T
S
の
華
麗
な
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
舞
に
は
じ
ま
り
、
黄

色
い
ト
マ
ト
OB
・
OG
の「
稲
荷
マ
ウ

ン
テ
ン
ボ
ー
イ
ズ
」な
ど
全
８
バ
ン

ド
が
熱
演
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。会

場
に
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
協
力
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
も
あ
り
、
舌
鼓
を
打

ち
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
生
ビ
ー
ル
で

盛
り
上
が
り
、の
べ
200
名
を
超
え
る
お

客
様
が
心
地
よ
い
音
楽
を
楽
し
み
ま

し
た
。

（
専
務
理
事 

山
藤
宗
城
）

広
告
研
究
会 

創
部
50
年
。

令
和
に
広
が
る
龍
大
広
研
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
！

釣
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会（
龍
釣
会
）

50
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

［告知］学友会体育局ラクロス部
創部30周年記念式典

日時：2020年6月6日（土）14：30 ～ 
場所：ANAクラウンプラザホテル京都　平安の間
　　　　　　　　　（京都市中京区堀川通 二条下ル土橋町10番地）
問合せ先：080-3847-9056（実行委員 田丸惠士）
創部25周年記念の際には約200名のOB・OG・現役生にご参加いただきました。
お子様連れのご参加も大歓迎です。ご参加お待ちしております。

龍
吟
会 

龍
谷
大
学
創
立
380
周
年
記
念

吟
詠
発
表
大
会
の
開
催

校
友
の
著
書

『
わ
る
も
ん
』

第
42
回
す
ば
る
文
学
賞
受
賞

須
賀
ケ
イ
（
社
会
卒
）

四
六
判　

152
頁

集
英
社　

1
︐3
5
0
円
＋
税

19
年
2
月
5
日
発
行

『
ブ
ッ
ダ
の
小
ば
な
し

        

︱
超
訳 

百
喩
経
』

釈
徹
宗 

監
修

         （
89
年
文
博
満
期
退
学
）

多
田
修 

編
訳

         （
01
年
文
博
満
期
退
学
）

Ｂ
６
判　

120
頁

法
藏
館　

1
︐0
0
0
円
＋
税

19
年
7
月
10
日
発
行

50
年
の
集
い
！
大
宮
学
舎
に
集
合

カ
ツ
を
食
べ
て
、「
食
欲
の
秋
」

を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

（
支
部
長 

湯
上
英
臣
）

　

11
月
３
日
、
深
草
学
舎

開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
に
お
い
て
、
士
業
グ
ル
ー

プ
（
法
曹
支
部
、
龍
志
会
、

R
A
S
）
は
、校
友
、保
護
者
、

現
役
生
を
対
象
と
す
る
「
無

料
相
談
室
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
起
業
す
る
に
あ
た
っ
て

の
官
公
庁
への
書
類
申
請
の
こ

と
、
税
金
の
こ
と
、
相
続
の
こ

と
等
、
多
く
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、
本
学
の
卒
業
生
の
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
行
政
書

士
、
税
理
士
の
方
々
が
回
答

し
ま
し
た
。

（
R
A
S
事
務
局 

石
田
義
憲
）

　

10
月
25
日
、
福
岡
県
二
支
部
の
交

流
懇
親
会
を
開
催
し
47
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
過
去
に
二
度
ほ
ど
結
成・

自
然
消
滅
し
た
経
緯
も
あ
り
、 

岡
部

慈
眼
福
岡
支
部
長
か
ら
は
「
県
統
一

の
交
流
会
は
念
願
で
し
た
」
と
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
共
通
の
知
人
や

当
時
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
コ
ン
パ

を
思
い
出
し
つつ
歌
を
歌
い
、
京
都
ビ

ン
ゴ
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
、
博
多

で
の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
北
豊
支
部
事
務
局
長 

大
江
智
城
）

　

ご
報
告
が
遅
く
な
り
ま
し

た
が
、18
年
11
月
3
日
、静
か

な
大
宮
学
舎
の
清
和
館
に
、

「
龍
大
広
研
」と
い
う
4
文
字

の
ご
縁
で
つ
な
が
っ
た
100
名

弱
の
OB
・
OG
が
集
合
。創
部
に

あ
た
ら
れ
た
大
先
輩
の
号
令

で
、知
ら
ぬ
者
同
士
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、酒
販
生
協
の

会
長
、マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
、

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
、漆
器
屋
、

朝
ド
ラ
で
話
題
の
信
楽
の
陶

芸
店
主
、祇
園
の
お
茶
屋
の

若
女
将
、社
会
人
落
語
家
、龍

谷
賞
受
賞
の
日
本
画
家
と
挙

げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、こ
の
集
い
を
き
っ
か
け

に
様
々
な
交
流
が
始
ま
り
ま

し
た
。令
和
の
時
代
も
新
し

い
ご
縁
が
待
っ
て
い
ま
す
！

（
広
研
50
年
祭
実
行
委
員
長

　

森
本
多
喜
男
）

　

12
月
1
日
、響
都
ホ
ー
ル

校
友
会
館
に
お
い
て
開
催
し

た
吟
詠
発
表
大
会
で
は
、日

頃
の
詩
吟
研
究
活
動
を
通
じ

て
、学
外
市
民
に
も
P
R
し

て
存
在
意
義
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、龍
吟
会（
緑
村

流
）以
外
の
流
派
の
方
々
や

OB
が
多
数
参
加
し
て
盛
り
だ

く
さ
ん
の
吟
詠
で
に
ぎ
わ

い
、現
役
学
生
の
放
送
局
に

よ
る
司
会
進
行
、邦
楽
部
や

落
語
研
究
会
の
賛
助
出
演
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、東

京
の
緑
村
流
吟
詠
会
本
部
や

校
友
会
阪
神
支
部
の
皆
さ
ん

も
多
数
応
援
に
か
け
つ
け
て

い
た
だ
き
、舞
台
に
一
層
花

を
添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
龍
吟
会
師
範 

半
田
一
清
）

　

９
月
22
日
に
深
草

学
舎
22
号
館
地
下
食

堂
に
お
い
て
、釣
研

究
会
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る

「
龍
釣
会
」の
創
立
50

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
役
幹
部
を
含

め
、30
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。一
時
期
は

存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ

た
釣
研
究
会
で
す

が
、OB
も
新
入
生
勧

誘
を
行
い
、見
事
に

復
活
。親
子
で
釣
研

究
会
と
い
う
ご
家
族

も
。

　

最
後
は
皆
で
釣
研

会
歌
。い
つ
ま
で
も
、

思
い
出
の
歌
を
忘
れ

な
い
OB
ば
か
り
で
し

た
。 

（
副
部
長 

吉
岡
義
信
）

　

12
月
14
日
、
田
中
利
典
さ

ん
（
79
年
文
卒
）
が
長
﨟

を
お
務
め
の
吉
野
の
金
峯
山

寺
へ
参
拝
。
蔵
王
堂
で
は
、

三
千
仏
礼
拝
と
田
中
長
﨟
の

楽
し
い
お
話
と
お
堂
内
の
見

学
を
し
ま
し
た
。
奈
良
県
立

万
葉
文
化
館
で
は
令
和
で
話

題
の
万
葉
集
や
文
化
館
建
設

時
に
見
つ
か
っ
た
富
本
銭
の
お

話
な
ど
を
伺
い
、
キ
ト
ラ
古

墳
壁
画
体
験
館
四
神
の
館
を

訪
問
し
、
初
冬
の
吉
野
・
飛

鳥
の
文
化
を
満
喫
し
て
き
ま

し
た
。（
事
務
局 

布
谷
香
織
）

「くまもと経済」誌461号より
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今
春
定
年
退
職
さ
れ
る

先
生
方

　
　

２
０
２
０
年
３
月
31
日

〈
文
学
部
〉

　
　

龍
溪　

章
雄 

教
授

　
　

松
倉　

文
比
古 

教
授

〈
経
済
学
部
〉

　
　

吉
田　

雅
敏 

教
授

〈
法
学
部
〉

　
　

稲
垣　

宏
明 

准
教
授

〈
社
会
学
部
〉

　
　

田
中　

滋 

教
授

　
　

村
井　

龍
治 

教
授

　
　

持
田　

良
和 

准
教
授

〈
国
際
学
部
〉

　
　

脇
田　

博
文 

教
授

〈
農
学
部
〉

　
　

末
原　

達
郎 

教
授

〈
短
期
大
学
部
〉

　
　

窪
田　

和
美 

教
授

　
　

星
野　

繁
一 

准
教
授

浄土真宗本願寺派大見山 超勝寺 第14世住職
一般社団法人寺子屋ブッダ 理事

著述家　翻訳家

　「諸行無常」「諸法無我」「涅槃寂静」「一切皆苦」・・・。
ただでさえ漢字が並び、難しそうに思える仏教を、さら
に英語で考えるなんて、余計に理解の難しさが増してし
まうのではないかと懸念される方も多いと思います。しか
し、仏教語は英語で考えた方が分かりやすいこともあり
ます。
　私はこの手法を使って、英語で学ぶ仏教講座を開催し
ています。英語が好きな方、観光通訳ガイドをされてい
る方、東京オリンピックのガイドボランティアをされる方な
ど、多くの方々に受講していただいております。
　では、実際に仏教語を英語を介して理解すると、どの
ような感覚が得られるのか、冒頭で並べた仏教語を例に
とって紹介します。 
　漢字に囚われず、英語の意味に注目してください。

「諸行無常」
Everything is changing. ［もしくは Every phenomena 
is changing.］

（すべては移り変わっている）
「諸法無我」

Everything is interdependent.
（すべて［の物事］は相互依存している）

「涅槃寂静」
Nirvana is the state whereby one is no longer 
affected by any delusion and is at complete peace.

（涅槃は如何なる迷いの幻想にも悩まされなくなった境
地であり、平和である）

㈱ chicfeel（栞屋グループ）

 

スタンフォード大学での講演

プロフィール
82年、山口市生まれ。05
年龍谷大学文学部卒業後
に渡米。米国仏教大学院
に進学し修士課程を修了。
その後、同国ハーバード
大学神学部研究員を経て
帰国。僧侶として以外に
も通訳や仏教関係の書物
の翻訳なども手掛け、執
筆・講演・メディアなどの活動の場を幅広く持つ。
書籍：『カンタン英語で浄土真宗入門』（法藏館）、『小さ
な幸せの見つけ方』（アルファポリス）、『訳せない日本語 
日本人の言葉と心』（アルファポリス）、『英語でブッダ』
（扶桑社）、『超カンタン英語で仏教がよくわかる』（扶桑
社新書）、『端楽』（アルファポリス）、『つながる仏教』
（ポプラ社）、『西洋の欲望　仏教の希望』（サンガ）
メディア：テレビ朝日「ぶっちゃけ寺」準レギュラー
テレビ山口tys「ちぐスマ」準レギュラー

大
お お

來
ぎ

 尚
な お

順
 ゆ 　き　（しょうじゅん）

「一切皆苦」
All impure phenomena are of the nature to suffer.

（不純な「目で見た」すべての現象は苦しみの本質である）

　如何でしょうか。きっとあまりに簡易な表現で驚かれたの
ではないでしょうか。実は、仏教語の英訳は漢字を翻訳し
ているのではないのです。サンスクリット語やパーリ語という
仏教語の原点に立ち返り、その意味を抽出し、英訳され
ています。その結果、より丁寧な説明が包含され、理解し
やすくなるのです。言い換えるならば、私たちが仏教語に
持つ様 な々先入観が拭い取られています。

　例えば、「仏」は「Dead Person」（亡くなった人）
ではなく「Awakened One」（目覚めた者）、「苦」は

「Suffering」（苦しみ）ではなく「Unsatisfactory Mind」
（不満足の心）と訳されます。知ったつもりでいた言葉で
さえ、私たちは誤解していることもあるのです。
　最後に、英語で仏教語を説明するなかで、特に外国
人から喜ばれたものがあったので紹介します。それは

「煩悩」の英訳でした。

東京オリンピック・パラリンピック 英語ボランティアガイド向け講習会

マレーシアでの講演

校友のお店

京都に12店舗、滋賀大津に2店舗
手作り創作和食料理のお店

　一般的に「煩悩」は「Defilement」（汚れ）「Desire」
（欲望）と訳されます。 しかし、英語圏の人々にはど
うもこの表現では「煩悩」を理解し難いそうです。そ
こで私は「Calculation」（はからい［計らい］）「Self-
Centered Calculation」（自分を中心とした計算）と別
の表現で説明したところ、理解する上で何かもどかし
かった部分がすっきりしたと大変感謝されました。
　私自身、日本語で「煩悩」を分かりやすく説明しろ
と言われれば口ごもらざるをえなかった部分が、英語
で表現することで明確に説明することができるように
なりました。
　英語を含め外国語を使用して仏教語を考え、またど
のように伝えるか熟考することで、翻って日本語での
仏教語理解の深化が促進されることもあるのかもしれ
ません。

　長
は

谷
せ

川
が わ

克
か つ あ き

明さん（79 年経営卒）は、
飛騨高山の出身です。将来について
考えるうちに、和食店の経営を夢見
るようになり、京都で学ぶのがいい
だろうと、龍谷大学へ進学しました。
大学では太田譲先生のゼミで、工業
経営について学びました。

　学生時代は城陽市にあった東寮で２年間を過ごし、
仕出屋で４年間みっちりアルバイトを続けました。卒
業後は割烹料理のお店を転々として修行を積み、ファ
ミリーレストランで経営も学びました。
　自身でお店を持った最初は、樟葉の小さな和食のお店
でした。その後、次 と々新しい店舗を開店させ、これま
で手掛けたお店は 21 店舗にも上ります。そのうち、いく
つかは閉店しましたが、「栞屋」グループとして、いまは
京都に 12 店舗、滋賀に２店舗を構えています。
　「栞屋」という名前には、「本に栞を挟む時のように、
ちょっとひと息入れたいときに栞屋をご利用いただき
たい」という思いが込められています。
　伏見大手筋にある創作和食料理の「Foods bar 栞屋」
を訪れました。居心地の良いくつろげる場所をつくる
ことにこだわり、長谷川さんが平面図を書き、内装を

考え、インテリアも工夫したそうです。一方で、入口
のわからないトイレなど、遊び心も大切にされていま
す。もちろん、料理にも力を入れておられ、食材やお
酒は京都のものにこだわっています。なかでも黒毛和
牛の朴葉味噌焼きは伏見の地酒との相性も抜群です。
　長谷川さんはデスクワークに徹底していますが、今
年は各店舗を見て回ることを社員に約束したといいま
す。若い人の考えを取り入れ、グループの店舗をさら
によりよいものにするためです。京都といえば創作和
食料理の「栞屋」グループといわれることをめざし、
そのことを通じて学生時代から自分を育ててくれた京
都へ貢献していくことが、長谷川さんの願いです。

本社　〒612-8054　京都府京都市伏見区御堂前町621
各店舗については、こちらをご覧ください。
https://shioriya.com/

ほかにも、ぎゃらりぃ栞屋（京都 京都駅）、ありが十。（京都 山科）、御肴かわせみ（滋賀 大津）があります。

Foods bar 栞屋（京都 伏見大手筋）

栞屋（京都 四条烏丸）

栞屋さらさら（京都 四条烏丸）

ちょいと。栞屋（京都 山科）

栞屋一會（京都 木屋町御池）

御肴ずっころばし（京都 京都駅）

石窯 Rossa Shioriya（滋賀 大津）

御肴凸鉾（京都 京都駅）

四季彩しをり（京都 四条木屋町）

Wine 蔵 しおり（京都 京都駅）

シオリヤ太陽族（京都 大宮）

黒毛和牛の朴葉味噌焼き

栞
し お り

 屋
や

 グループ

5
面
記
事
よ
り
、校
友
会
、

大
学
、
親
和
会（
保
護
者
会
）

の
三
者
共
催
は
95
年
１
月
17

日
早
朝
に
襲
っ
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

校
友
会
で
は
い
ち
早
く
、
被

災
さ
れ
た
7
0
0
0
名
の
校

友
に
急
須
と
お
茶
や
水
な
ど

の
お
見
舞
い
を
送
っ
た
。
6
月

3
日
の
全
国
校
友
大
会
で
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョン
を

行
い
、
集
ま
っ
た
義
援
金
を

兵
庫
県
に
贈
っ
た
。
さ
ら
に

9
月
9
日
に
は
神
戸
ベ
イ
シェ

ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
初
め
て
大
学

と
親
和
会
と
の
三
者
共
催

「
龍
谷
大
学
阪
神
淡
路
大
震

災
激
励
会
」
を
開
催
し
た
。

当
日
2
2
0
0
名
の
校
友
・

学
生
・
そ
の
ご
家
族
が
参
加
、

会
場
は
笑
い
と
熱
気
に
あ
ふ

れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
元

気
を
頂
き
ま
し
た
」「
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
の

声
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
当
日
の
T
V
で
も
放
映
さ

れ
、
龍
谷
大
学
の
被
災
者
への

対
応
は
他
大
学
に
も
影
響
を

与
え
た
。

校
友
会
で
は
金
品
の
支
援

で
は
な
く
「
こ
こ
ろ
の
支
援
」

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

そ
れ
に
は
校
友
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
校
友
の
連
絡
先

不
明
を
速
や
か
に
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
（
米
田
）

編
集
後
記


